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診療受付時間 

月〜金 9:00〜12:00 

             15:30〜18:30 

土      9:00〜12:00 

 

＜中谷外科病院の 

            基本方針＞ 

I ：常に患者様の立場に 
立ち、行動する。 
 
I ：消化器内視鏡、大腸 
肛門病の専門病院として 
最新・最善の医療を提供 
する。 
 
Ⅰ：多職種間によるチー 
ム医療の充実をはかる。 
 
 I ：在宅復帰を支援し、 
社会に開かれた地域 
医療を行う。 
 
 I ：職員同士の和を重視 
し、思いやりのある医療 
を実践する。 

 

 

 

    

今年は金環日食や金星の日面通過など数々の天体ショーがあり、日食グラスを持って鑑賞された方もたくさんいるのでは 

ないでしょうか。また6月から大型台風や大雨による被害が出ています。いつどこで被害に遭うかはわかりません。 

常日頃から防災意識を持ち備えていきましょう。暑さに負けず『くまのみ通信27号』を元気にお届けします。 

 当院から「ストーマケアに苦慮した3症例」を三宅隆子（日本褥瘡 
学会認定看護師）が発表しました。本症例発表により、ストーマリ 
ハビリテーションへの認識を新たにする事ができました。 
 これからも、ストーマや創傷のケアに、力を入れて行きたいと思 
います。   
                           看護師長 新田照美                              

        「開院４６周年を迎えました」 
 
  ロンドンオリンピックのアスリートや高校野球球 

児のひたむきな姿は私たちに強い感動を与えてく 

れます。そんないつもよりも熱い、暑い夏、８月１日 

に中谷外科病院は４６才の誕生日を迎えました。 

開院当初の白黒写真（右上）を眺めていると、これまで当院を支えてくれた 

多くの患者様とそのご家族、そして当院職員に対する感謝の気持ちがわき 

上がってきます。 

   医療・福祉を取りまく環境は年々厳しさを増し、各医療機関はそれぞれの 

役割分担を明確にするよう求められています。４５床の小規模病院である当 

院でも、どうあることが患者様、地域社会のためになるのかを常に自問自答 

しています。 

 当院では「患者様とともに歩む」ことを理念とし消化器内視鏡、大腸肛門病 

の専門性を生かしながら、常に患者様の立場に立ったチーム医療を実践す 

るよう努めています。また地域の基幹病院、療養型病院、診療所、各種福祉 

施設と緊密に連携し、在宅復帰を支援し、社会に開かれた地域医療を行って 

いきます。そして当院スタッフ一同はお互いの和を大切にし、思いやりのある 

医療を一人一人の患者様に提供してまいります。 

これからも変わらず皆様方のご指導をいただきますようよろしくお願い申し上 

げます。 

平成２４年８月   

                            中谷外科病院 院長 中谷紳 

日時：平成２４年５月２７日（日） ９：００～１４：００ 

会場：岡山大学創立五十周年記念館 多目的ホール 

（岡山市北区津島中１丁目１番１号） 

 当院の関連施設であるいこい荘にて 

7月28日（土）夏祭りが開催され、 

院長もバンド演奏でがんばりました。 

大勢の方々に参加いただき、楽しい 

一時を過ごすことができました。 

  6月14日（木）に、玉野市消防本部伊東文男消防司令長による 

自然災害対策講座と八浜消防署員の方々による救命処置講座 

が開催されました。 

  自然災害対策講座では、地震と津波による大規模災害の対策 

のお話を聞き、今後も防災意識を持ち日常生活を送っていきたい 

と思いました また救命処置講座では、胸骨圧迫による心肺蘇生 

と、ＡＥＤを使用した心肺蘇生法を学び、仕事にも活かしたいです。 
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＜残存歯について＞
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平成２４年度 摂食嚥下に関する調査 結果 

＜患者さまの内訳＞ 

  男性：２４名、女性：２６名、合計５０名 

 平成２４年３月２６日から５月２５日まで 
管理栄養士により、患者さまの食べる機 
能について調査を行いました。 

＜噛むことについて＞

何でも食べられる
50%小さくきざむ必要

がある
16%

硬いものは難しい
34%

＜入れ歯について＞
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20%

回答数：45名（歯の欠損がある方のみ）
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82%＜副食の硬さについて＞
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１．実施期間・・・平成２４年６月１１日～７月１０日 

２．対象者・・・・・入院中の患者、家族（回答できる方に配布）４１名 
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①あいさつについて

②言葉遣いについて

③身だしなみについて

④説明の仕方について

⑤病院内の状態について

⑥病院の設備について

⑦他の人に紹介してもいいと思いますか？

5（良い）

4

3（普通）

2

1（悪い）

未回答

⑦他の人に紹介しても 

いいと思いますか？ 

①あいさつについて 

②言葉使遣いについて 

③身だしなみについて 

④説明について 

⑤病院内の状態について 

⑥病院の設備について 

第７回 スタッフのひとりごと 
 学校を卒業し、親元を離れ、初めてづくしの社会人。 

社会人最初の職は、福祉関係の営業職。不安だらけの私を 

支えてくれたのは、会社の上司や同僚、お客さん達でした。 

 それから１０年後、私は病院の医療相談員になり、その頃のお客 

さん達に、仕事を教えてもらったり、相談にのってもらったりしている。 

 営業中怒らせてしまったお客さんが『遊び仲間』になっている。 

また母になり、お客さんが『ママ友』になっている。 

 人生ってホント不思議ですよね。私達はそういったご縁の中で生き 

ているんだなとつくづく感じます。 

 今、幸いな事に人と関わる仕事をさせていただいています。どんな 

小さな出会いでも大切にしていけたらいいなあと思います。 

              （医療相談員 山崎 早苗） 

 今回ご協力いただいた患者さまの平均年 
齢は８０歳を超しており、約９割の方が「歯」 
に関するトラブルを抱えておられました。 
 当院でも病状や食べる機能に応じて食事 
内容を調整させていただいていますが、この 
調査を元に今後も美味しくて安全な食事を 
ご提供できるよう努めていきたいと思います。 
             （管理栄養士 松本 英子） 

 

 当院では、接遇研修等を繰り返し実施しており、今後も患者様から 
頂いた評価が高まるよう努力して参ります。説明の仕方については 
チェックリストを作成するなどして、患者様の立場に立った実施を心 
がけて参ります。設備面に関しては、改善出来るものから早急に取 
りかかり、少しでも入院生活を快適に過ごしていただけるよう努力い 
たします。ご協力ありがとうございました。 
                     （患者サービス向上委員会 西田 寛規） 
     


